
漁網で編む都市と地方のネットワーク
「行くたびに心惹かれる建築」とは、訪

れるたびに新しい発見や感動をもたらす
場所であると考える。日常の中で地域の
文化や自然、人々との関わりを通じて変
化し、豊かな体験を生み出す空間こそが、
人々を魅了し続けるのではないか。

本提案では、地域の漁網産業と都市部に
本拠を置くアウトドアメーカーが連携す
るサテライトオフィスを計画する。この
地域に都会から移り住む企業の社員は、
地域の技術や人、自然と共に成長し、漁
網技術を活かした製品を開発していく。

このオフィスは、地域の誇りや伝統を未
来に引き継ぐ場であり、子どもたちがそ
の技術に触れ、地域全体が新たな価値を
生み出す場となる。地域と都市がつなが
り、共に成長し続けるこの空間は、訪れ
るたびに新たな体験をもたらすだろう。

03  伝統産業×都市企業

02 地域の条件を活かした伝統産業

 断面計画　1/25005 地方と都市のつながり

01  計画敷地　‐愛知県 西尾市 「愛知こどもの国」‐

04 形態ダイアグラム　‐漁網技術を活用した自然と一体化する三角屋根‐
漁網オフィスとアウトドアオフィスをまちの起点
となる場所に設けることで、企業と地域住民の間
につながりが生まれる。 企業同士で漁網技術をア
ウトドア用品に応用し、製品開発しながら協力す
る。来訪者はイベントや地域の技術、自然を体験
し、企業活動に触れることができる。これにより、
地域文化と企業の取り組みが一体となって、共に
学び、成長できる場が生まれる。

敷地は、愛知県西尾市東幡豆町に位置する、山全体が公園である「愛知こどもの国」の敷地内の一部。大と海が隣接し、敷地からは三
河湾が一望できる自然豊かな場所である。今年 50 周年を迎える公園だが、遊びに来る親子やハイキングをする方、キャンプ場利用者な
どが訪れ、にぎわいを生む。敷地内および周辺には複数のキャンプ場があり、休日に自然を楽しむ人が増加している。

三河湾を一望でき自然に囲まれる立地 既存建築と共存し公園の入り口となる場所

自然との一体化により心地よい光が差し込む

西尾市は三河湾に面しており、その立地を活かした地場産業が発
達してきた。この地域は昔から漁業中心の生活が営まれており、
特に漁網産業は戦前からの歴史をもつ伝統的な産業である。しか
し、地域の高齢化が進み就業者の減少問題やまちの一体感は失わ
れつつある。

4.2 4.3

自然界に潜む幾何形体の
ように、軽やかにたたず
む三角屋根。

都市 地方

地場産業を平める機会
地域のストーリーを取り込んだブランディング

漁網のキャンプ用品への応用
繊維技術の活用

夕暮れ時はまちへ光がもれ出し、ランドマークとなるネットにより柔らかな光が差し込む事務室

06

4.1

×

空間を分断せず、敷地形状を活かしたスキップフロア状の断面構成に
よりコミュニケーションを容易にする。

眺望の良いテラス



敷地面積　2215 ㎡
建築面積　417 ㎡
延床面積　560 ㎡

07  平面計画　1/250

 東立面図　1/250

 南立面図　1/250

 2F 平面計画　1/300

広げたネットの下はみんなの居場所となるデスクと地表が連続し、一体感を生む

屋外イベント広場を囲むように配置するこ
とで、各棟から染み出したアクティビティ
が集まる場となる。

室内外で連続する土間空間により境界を
感じさせない。

キャンプで使う薪を割る体験ができる。

既存建築

既存建築のバーゴラと一体感のある屋根
の垂木が連続する。

イベント時にみんなで座ることのできる
大階段。

スキップフロアによる吹抜け空間

道路とつながるデッキ


